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◆
第
１
号
議
案

　

平
成
28
年
度
事
業
報
告
、

　
収
支
決
算
、
利
益
金
処
分

　

に
関
す
る
件

（
決
算
内
容
は
３
P
参
照
）

◆
第
２
号
議
案

　

平
成
29
年
度
事
業
計
画
、

　

収
支
予
算
、
資
金
計
画
に

　

関
す
る
件

　

事
業
計
画
の
枠
組
み
自
体

は
概
ね
前
年
度
同
様
の
も
の

と
な
る
が
、
29
年
度
の
重
点

項
目
の
概
要
と
し
て
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

　

ま
ず
、
地
域
の
皆
さ
ま
を

対
象
と
す
る「
あ
き
ん
ど
市
」

を
は
じ
め
、
共
同
売
出
し
事

業
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
の

協
力
の
も
と
、
更
に
充
実
し

◆
第
３
号
議
案

　

平
成
29
年
度
の
賦
課
金
の

　

額
及
び
徴
収
方
法
決
定
　

　

に
関
す
る
件

　

原
案
通
り
、
１
社
月
額

２
０
０
０
円
と
し
、
６
月
と

10
月
に
徴
収
す
る
。

◆
第
４
号
議
案

　

借
入
金
の
最
高
限
度
額
並

　

び
に
一
組
合
員
に
対
す
る
、

　

貸
付
の
最
高
限
度
額
に

　

関
す
る
件

　

現
在
は
借
入
金
、
貸
付
金

共
に
無
い
が
、
非
常
時
な
ど

を
想
定
し
て
、
枠
の
確
保
の

意
味
で
、
借
入
金
最
高
限
度

額
１
億
円
、
一
組
合
員
へ
の

貸
付
限
度
額
１
０
０
０
万
円

と
す
る
。

◆
第
５
号
議
案

　

理
事
・
監
事
へ
の

　

報
酬
限
度
額
に
関
す
る
件

　

理
事
へ
の
報
酬
限
度
額

は
、
年
額
89
万
円
以
内
。
監

事
へ
の
報
酬
限
度
額
は
、
年

額
12
万
円
以
内
と
す
る
。

◆
第
６
号
議
案

　

任
期
満
了
に
伴
う

　役
員
改  
選
の
件

　

今
総
会
の
終
了
を
も
っ

て
、
役
員
全
員
が
任
期
満
了

と
な
る
の
で
改
選
を
行
う
。

　

選
出
方
法
は
、
指
名
推
薦

制
を
全
員
一
致
で
決
め
、
選

考
委
員
に
小
川
哲
夫
、
半
田

勝
也
、
宮
下
修
、
古
田
大
夫

の
各
氏
を
指
名
し
、
別
室
に

て
選
考
の
結
果
、理
事
に
は
、

桑
原
茂
実
、
高
橋
牧
尋
、
堀

健
二
、
田
中
良
男
、
石
森
義

久
、
田
邉
寛
樹
、
堀
部
俊
行
、

湯
田
勝
己
の
各
氏
を
、
監
事

に
は
五
十
嵐
康
弘
、
丸
山
良

治
の
２
氏
が
指
名
さ
れ
、
全

員
が
こ
れ
に
賛
成
し
て
、
新

役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
、
第
54
回
通
常
総
会
が
５
月
23
日
に
上
田
あ
き

ん
ど
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
委
任
状
を
含
め
、
32
名
が
出
席
し
、
平
成
28
年
度
の

事
業
報
告
・
決
算
、
平
成
29
年
度
の
事

業
計
画
・
予
算
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
ご
来
賓
の
紹
介
、
桑
原
理

事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
理
事
長
が
議

長
と
な
り
、
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、

全
６
議
案
が
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
　
通
常
総
会
報
告
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た
内
容
の
も
の
と
し
て
い

く
。

　

ま
た
、
指
導
研
究
事
業
、

研
修
事
業
、共
同
施
設
事
業
、

福
利
厚
生
事
業
等
の
諸
事
業

に
つ
い
て
も
、
組
合
の
更
な

る
活
性
化
に
向
け
て
、
推
進

し
て
い
く
。

　

収
支
予
算
に
つ
い
て
は
、

収
入
・
支
出
の
総
額
を
各
々

２
７
５
８
万
円
と
計
画
し

た
。
う
ち
、
利
益
見
込
額
は

81
万
円
と
し
た
が
、
計
画
遂

行
に
あ
た
っ
て
は
、
組
合
員

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
計
画

を
上
回
る
数
字
を
達
成
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

資
金
計
画
に
つ
い
て
も
、

原
案
ど
お
り
承
認
・
決
定
さ

れ
た
。

　

続
い
て
理
事
会
を
開
き
、

理
事
長
に
桑
原
茂
実
氏
、
副

理
事
長
に
高
橋
牧
尋
氏
、
堀

健
二
氏
を
再
選
し
ま
し
た
。

　

以
上
で
議
事
全
て
を
終
了

し
ま
し
た
。

懇
親
会

　

ご
来
賓
の
方
々
及
び
出
席

組
合
員
と
、
賛
助
会
員
を
加

え
て
記
念
撮
影
を
行
な
っ
た

後
、
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

総
勢
48
名
の

参
加
を
頂
き
、

盛
大
な
懇
親
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
ご
来

賓
は
、
上
田
地

域
振
興
局
商
工

観
光
課
、
上
田

市
商
工
課
、
上

田
商
工
会
議
所
、

商
工
中
金
長
野

支
店
、
八
十
二

銀
行
上
田
支
店
、

中
小
企
業
団
体

中
央
会
、
上
田

信
用
金
庫
本
店
、

秋
和
自
治
会
、

桝
網
土
地
改
良

区
、
小
宮
山
税

理
士
事
務
所
の

方
々
で
し
た
。
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第
54
回
通
常
総
会
挨
拶
　
　
　

　
　
　
　
　
　   

理
事
長
　
桑
原
　
茂
実

変
え
る
事
と
変
え
て
は
い

け
な
い
事

　

こ
の
一
年
間
で
つ
く
づ
く

感
じ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
時
代
の
変
化
、
流
れ

の
中
で
か
つ
て
の
常
識
に
、

慣
例
に
固
執
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
事
で
す
。
も
ち
ろ

ん
変
え
て
は
い
け
な
い
事
も

あ
り
ま
す
。

老
舗
企
業

　

本
日
金
子
専
務
理
事
に
お

越
し
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、

上
田
商
工
会
議
所
で
は
本
年

『
長
野
県
地
域
発
元
気
づ
く

り
支
援
金
事
業
』で『
信
州
上

田
老
舗
企
業
に
学
ぶ
魅
力
活

用
事
業
』に
取
り
組
み
ま
す
。

創
業
80
年
以
上
の
管
内
の
企

業
３
１
２
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
各
企
業
の
変
化

へ
の
対
応
、
困
難
に
打
ち
勝

つ
対
処
法
、
変
わ
ら
な
い
社

訓
な
ど
を
学
び
力
強
い
地
域

づ
く
り
に
貢
献
す
る
事
を
目

的
と
す
る
事
業
で
す
。
当

組
合
員
で
は
１
８
６
３
年

（
１
５
４
年
前
）㈱
丸
陽
を
筆

頭
に
、
㈲
小
池
折
箱
店
、
㈱

室
屋
商
店
、
㈱
伊
藤
商
会
、

㈱
丸
二
ち
き
り
や
、
㈲
中
津

屋
商
店
、
上
田
冷
蔵
㈱
、
㈴

加
藤
商
会
、
㈲
田
中
紙
器
製

作
所
、
㈱
ム
ラ
タ
ヤ
上
田
支

店
、
㈲
折
真
、
㈱
丸
山
商
店
、

㈱
奈
良
屋
商
会
、
田
辺
商
事

㈱
の
14
社
が
該
当
し
ま
す
。

歴
史
あ
る
企
業
の
組
合
員
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
、
改
め
て

組
合
の
底
力
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

尾
道
研
修

　

さ
る
３
月
に
年
間
６
５
０

万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
先
日

の
ブ
ラ
タ
モ
リ
で
も
紹
介
さ

れ
た
尾
道
市
へ
市
、
商
工
会

議
所
と
合
同
で
役
員
研
修
に

出
掛
け
ま
し
た
。
福
井
弘
商

団
連
会
長
、
尾
道
商
工
会
議

所
会
頭
が
理
事
長
で
あ
る
㈿

ベ
イ
タ
ウ
ン
尾
道
の
組
合
会

館
は
、
大
ホ
ー
ル
は
な
く
４

分
割
可
能
な
２
０
０
名
収
容

の
会
議
室
の
他
、
公
共
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
の

為
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
完
備
し
大
型
店
を

誘
致
し「
人
と
情
報
が
行
き

交
う
街
」の
ビ
ジ
ョ
ン
へ
向

け
、
地
域
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
と
し
て
機
能
し
て
お

り“
尾
道
商
人
魂
”に
感
銘
を

受
け
て
参
り
ま
し
た
。
新
た

な
組
合
会
館
の
在
り
方
を
示

し
て
い
る
か
と
も
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
の
よ
う
に

行
政
、
商
工
会
議
所
と
同
体

験
し
、
連
携
す
る
重
要
性
を

痛
感
し
て
参
り
ま
し
た
。

変
化
、
変
革

　

私
た
ち
に
は
馴
染
み
の
あ

る
、
横
川
の
お
ぎ
の
や
さ
ん

の『
峠
の
釜
め
し
』も
東
京
駅

の
弁
当
屋
さ
ん
で
は
栃
木
県

の
益
子
焼
の
器
か
ら
ス
チ

ロ
ー
ル
に
代
わ
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
苦
渋
の
決
断
だ
と

察
し
し
ま
す
が
、
内
容
は
一

段
と
充
実
し
て
お
り
、
食
べ

終
わ
っ
た
陶
器
を
駅
や
車
内

に
捨
て
ら
れ
て
も
困
る
と
い

う
事
で
し
ょ
う
！

　

先
日
の
日
経
新
聞
に
、
松

本
出
身
で
芸
術
家
の
草
間
彌

生
さ
ん
の
展
覧
会
が
東
京
六

本
木
の
国
立
新
美
術
館
で
昨

日
ま
で
開
か
れ
て
い
て
大
賑

わ
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
平

日
の
昼
間
で
チ
ケ
ッ
ト
購
入

ま
で
30
分
、
展
示
場
入
口
ま

で
30
分
の
行
列
、
中
に
入
る

と
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
鳴
り
響

い
て
い
る
。
作
品
の
撮
影
は

自
由
で
く
っ
き
り
と
し
た
造

形
、
カ
ラ
フ
ル
な
色
づ
か
い

の
彫
刻
、
絵
は
そ
の
場
か
ら

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ネ
ッ
ト

で
送
ら
れ
て
友
人
、
知
人
な

ど
の
目
に
ふ
れ
、
さ
ら
に
鑑

賞
者
を
呼
び
寄
せ
て
い
る
と

の
事
で
す
。
通
常
で
は
警
備

員
が
い
て
こ
う
し
た
行
為
は

禁
止
で
す
が
、
こ
う
し
た
口

コ
ミ
効
果
も
集
客
に
拍
車
を

か
け
た
と
記
述
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
新
し
い
商
業
施
設

で
は「
こ
こ
で
写
真
を
撮
り

ネ
ッ
ト
に
載
せ
て
下
さ
い
」

と
写
真
映
え
す
る
一
角
を
設

け
る
例
も
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
人
間
心
理
の
楽
し

さ
、
新
鮮
な
驚
き
、
感
動
な

ど
プ
ラ
ス
の
体
験
を
多
く
の

人
と
分
か
ち
合
い
た
い
と
い

う
気
持
ち
だ
そ
う
で
す
。

　

各
企
業
で
は“
人
手
不
足
”

が
問
題
化
し
て
い
ま
す
。
政

府
が
提
唱
す
る
働
き
方
改
革

の
な
か
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
で

の
自
殺
、
過
労
死
事
件
な
ど

後
を
絶
た
な
い
昨
今
、
私
た

ち
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

ヤ
マ
ト
運
輸
の
宅
急
便
も
10

月
１
日
か
ら
の
値
上
げ
が
決

定
し
ま
し
た
。
に
も
拘
ら
ず

日
常
的
に
耳
に
す
る“
送
料

無
料
”、
細
分
化
し
過
ぎ
て

い
る
時
間
指
定
、
サ
ー
ビ
ス

の
見
直
し
の
時
期
な
の
で

し
ょ
う
。

終
わ
り
に

　

変
え
て
い
く
事
、
変
え
て

は
い
け
な
い
事
を
念
頭
に
置

き
、
組
合
員
の
皆
様
に
役
立

つ
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
今
後
も
相
変
わ
ら
ず
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
ご
来
賓
各
位
、

組
合
員
各
社
の
ご
隆
盛
を
祈

念
致
し
ま
し
て
挨
拶
と
致
し

ま
す
。
本
日
は
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
日
は
時
節
が
ら
大
変

ご
多
用
の
中
を
ご
来
賓
各

位
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご

臨
席
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
組

合
に
対
し
ま
し
て
常
日
頃
の
ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
陰
様
で
こ
の
一
年
間
、
組
合
員

の
皆
様
、
理
事
、
監
事
の
役
員
の
方
々
の
絶
大
な
る
ご
協

力
を
賜
り
、
無
事
に
組
合
運
営
を
全
う
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
事
ま
ず
も
っ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
事
業
収
入
は

特
に
共
同
倉
庫
収
入
が
前
年
を
上
回
り
経
費
削
減
に
努
め

ま
し
た
結
果
、
昨
年
に
増
し
て
利
益
を
生
む
事
が
出
来
ま

し
た
。
ご
報
告
を
先
ず
も
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。
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平成28年度　決算報告

貸借対照表
平成29年３月31日 単位：千円

資　産　の　部 金　額 負債及び資本の部 金　額
流動資産　　現金 144 流動負債　　法人税引当金 230
　　　　　　預金 68,159 　　　　　　前受金 1,468
　　　　　　その他 10 　　　　　　その他 869
固定資産　　土地 152,196 固定負債　　受取保証金 8,100
　　　　　　建物 11,118 　　　　　　退職給与引当金 870
　　　　　　その他 6,968 資本　　　　出資金 21,150
投資資産　　有価証券 19,000 　　　　　　法定準備金 28,100
　　　　　　その他 911 　　　　　　特別積立金 180,000

　　　　　　繰越利益金 15,220
　　　　　　当期利益金 2,499

資産合計 258,506 負債・資本合計 258,506

損益計算書
自平成28年４月１日　至29年３月31日 単位：千円

支　出　の　部 金　額 収　入　の　部 金　額
事業費　　福利厚生事業費 632 事業収入　　共同倉庫収入 3,716
　　　　　広報事業費 577 　　　　　　会館利用収入 5,837
　　　　　共同売出事業費 1,109 　　　　　　共同駐車場収入 7,658
　　　　　研修事業費 522 　　　　　　受取賃貸収入 6,220
　　　　　その他 399 　　　　　　その他 516
運営費　　役員報酬 1,010 賦課金収入 1,272
                  　給料手当 6,395 参加者負担金 351
　　　　　副利厚生費 974 補助金収入 34
　　　　　減価償却費 3,373 事業外収入　受取配当金 571
　　　　　租税公課 3,514 　　　　　　 受取地代 2,262
　　　　　その他 8,391 　　　　　      雑収入 1,223
事業外費　 退職給与引当金繰入 100 その他 65
　　　　　法人税引当金繰入 230
当期利益 2,499

合　　計 29,725 合　　計 29,725

事業収入
共同倉庫収入
4,200（15％）その他

550（2％）

賦課金収入
1,272（5％）

事業外収入受取配当金
571（2％）

受取地代 2,200（8％）
雑収入  400（1％）

共同駐車場収入
7,100（26％）

会館利用
収入

5,600（20％）
受取賃貸収入
5,400（20％）

収入の部
27,583

参加者負担金
200（1％）

その他 90（0％）

給料手当
6,400（23％）

福利厚生費 1,100（4％）
減価償却費

3,300（12％）

租税公課
3,600（13％）

支出の部
27,583

その他
7,560（28％）

事業外費 法人税引当金繰入
400（2％）

退職金引当金 100（0％）
当期利益 813（3％） 事業費　福利厚生事業費 600（2％）

広報事業費 600（2％）
共同売出事業費 1,200（4％）

その他 600（2％）
研修事業費 300（1％）

運営費　役員報酬
1,010（4％）

平成29年度　収支予算

本年度の予算はグラフのようになりました。

［単位：千円］

総勢50名が参加し、日頃の運動不足を解消す
るとともに、ラリーの応酬が続くハイレベルな
戦いとなりました。
優勝　男子　原内　　修　（システムプラン）　
　　　女子　若林　亜希（新村）
　　　団体　長野県連合青果Cチーム

卓球大会 ３月14日㈫

「社員のやる気アップセミナー」
ワーク＆ライフ社労士事務所　代表　加藤　明美氏
社員のやる気を向上させるために、自己改善プロジェ
クトや、働きやすい職場作り、コミュニケーションアッ
プのための取り組み等を説明して頂き、より一層社員
のやる気をアップさせるテクニックを習得しました。

十日会セミナー
２月14日㈫　15名参加

上田商工会議所商業部会との合同視察研修とし
て、協同組合ベイタウン尾道を視察しました。同
組合の福井理事長
は商団連の会長。
商圏の広い大都市
の組合と違い、当
組合と比較しなが
ら視察研修ができ
ました。

３月７日㈫〜８日㈬　７名参加

役員視察研修

優　勝　　田邉　寛樹（田辺商事）[96/グロス]
準優勝　　高瀬　秀信（デンセン）[96/グロス]

卸団地ゴルフコンペ
4月16日㈰　
上田丸子グランヴィリオGC　31名参加

事業報告 ２月～５月
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（
会
議
な
ど
の
出
席
状
況
）

組
合
の
動
き
（
抜
粋
）

１
月
27
日 

健
康
管
理
事
業
推
進
委
員
会（
松
本
）　

事
務
局
長

　
　

23
日 

卸
団
地
青
年
部
新
年
会（
上
山
田
ホ
テ
ル
）　

９
名

　
　

28
日 

青
年
中
央
会
上
小
支
部
講
習
会（
さ
さ
や
）　

３
名

２
月
２
日 

活
性
化
委
員
会　

６
名

　
　

６
日 

事
業
委
員
会　

８
名

　
　

７
日 

環
境
委
員
会　

12
名

　
　

８
日 

厚
生
委
員
会　

７
名

　
　
　
　
　

中
央
会
上
小
支
部
新
春
講
演
会（
さ
さ
や
）

 

　

理
事
長
・
両
副
理
事
長
・
事
務
局
長

　
　

10
日 

理
事
会　

予
算
編
成　

11
名

　
　
　
　
　

商
工
中
金
会　

通
常
総
会（
長
野
）　

理
事
長

　
　

14
日 

十
日
会
セ
ミ
ナ
ー　

社
員
の
や
る
気
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー　

15
名

　
　

20
日 

問
屋
町
会　

13
名

　
　

21
日 

健
康
保
険
組
合
理
事
会
・
組
合
会（
松
本
）　

田
邉
理
事
・
事
務
局
長

　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会（
松
本
）　

高
橋
副
理
事
長
・
事
務
局
長

　
　
　
　
　

青
年
中
央
会
合
同
研
修
会（
さ
さ
や
）　

２
名

３
月
３
日 

商
団
連
事
務
局
長
会（
東
京
）　

事
務
局
長

　
　
　
　
　

火
災
共
済
審
査
委
員
会（
長
野
）　

丸
山
顧
問

　
　

７
日 

長
野
県
中
小
企
業
労
働
問
題
協
議
会（
祥
園
）　

事
務
局
長

　
　

７
日
～
８
日　

役
員
視
察
研
修（
尾
道
）　

７
名

　
　

10
日 

理
事
会　

来
年
度
事
業
計
画　

９
名

　
　

14
日 

卸
団
地
卓
球
大
会（
あ
き
ん
ど
ホ
ー
ル
）　

50
名

　
　

17
日 

十
日
会　

今
年
度
の
反
省
と
来
年
度
の
計
画　

 

10
名

　
　

23
日 

問
屋
町
会　

16
名

　
　

27
日 

大
ホ
ー
ル
・
中
会
議
室
　
椅
子
新
調

４
月
５
日 

上
田
税
務
署
　
決
算
説
明
会（
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
）　

久
保
田

　
　

７
日 

理
事
会　

総
会
提
出
議
案
の
審
議　

10
名

　
　

10
～
11
日　

春
の
健
康
診
断　

１
７
２
名

　
　

11
日 

事
務
主
任
者
会
上
小
支
部
役
員
会（
祥
園
）　

事
務
局
長

　
　

16
日 

卸
団
地
ゴ
ル
フ
大
会（
上
田
丸
子
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
Ｇ
Ｃ
）　

31
名

　
　

17
日 

会
計
監
査　

五
十
嵐
監
事
・
丸
山
監
事
・
理
事
長
・
事
務
局
長

　
　

18
日 

問
屋
町
会　

15
名

　
　
　
　
　

食
品
部
会
総
会（
さ
さ
や
）　

８
名

　
　

21
日 

新
入
社
員
歓
迎
会　

４
社
９
名

　
　

24
日 

ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
議　

８
名　
　

　
　

25
日 

中
央
会
理
事
会（
長
野
）　

理
事
長

　
　
　
　
　

事
務
主
任
者
会（
長
野
）　

事
務
局
長

　
　

26
日 

県
青
年
中
央
会
親
睦
事
業（
長
野
）　

１
名

５
月
２
日 

卸
団
地
青
年
部
総
会　

７
名

　
　

８
日 

松
本
良
治
新
事
務
局
長
着
任

　
　

９
日 

理
事
会　

総
会
担
当
者
の
審
議　

９
名

　
　

10
日 

活
性
化
委
員
会　

７
名

　
　

11
日 

中
央
会
上
小
支
部
役
員
会（
祥
園
）　

理
事
長
・
事
務
局
長

　
　

12
日 

環
境
委
員
会　

10
名

　
　

16
日 

春
の
一
斉
清
掃
　 

53
名

　
　

23
日 

第
54
回
通
常
総
会　

24
名

　
　

26
日 

上
田
商
工
会
議
所
経
営
セ
ミ
ナ
ー　

事
務
局
長

６
月
７
日 

活
性
化
委
員
会　

あ
き
ん
ど
市
に
つ
い
て

　
　

９
日 

理
事
会

　

５
月
に
事
務
局
に
着

任
し
ま
し
た
、
松
本
良

治
と
申
し
ま
す
。

　

こ
れ
迄
、
機
械
メ
ー

カ
ー
２
社
に
勤
務
の

後
、
一
般
社
団
法
人
で
事
務
局
の
仕
事
を
経
験
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。　

当
組
合
は
各
委
員
会
活
動
を
は

じ
め
、
組
合
員
の
相
互
扶
助
の
た
め
の
、
多
岐
に
わ

た
る
事
業
が
活
発
で
あ
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
は
職
務
に
あ
た
り
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ

く
、
皆
さ
ま
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

な
が
ら
、
い
ち
日
も
早
く
お
役
に
た
て
ま
す
様
、
努

め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
ご
指
導
の
程
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
25
年
6
月
10
日
に
赴
任
し
、
あ
っ
と
い
う
間

の
丸
4
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

組
合
業
務
は
初
め
て
で
し
た
が
、
平
成
26
年
に
は

当
組
合
の
創
立
50
周
年
記
念
事
業
に
携
わ
り
、
団
地

ま
つ
り
、
記
念
式
典
、
記
念
誌
の
発
行
等
、
素
晴
ら

し
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
商

団
連
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
開
催
、
中
小
企
業
大

学
校
様
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
共
催
等
、
普
通
で
は
経

験
の
で
き
な
い
事
を
習
得
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
4
年
間
で
習
得
し
た
事
を
、
次
の
第
3
の
人

生
に
必
ず
生
か
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

上
田
卸
商
業
協
同
組
合
の
更
な
る
発
展
と
、
皆
様

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、
私
の
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
4
年
間
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

新
事
務
局
長
の
紹
介

御
礼
の
言
葉　

金
井　

清
一

開催 訳あり こだわり
　

　

商品を多数取り揃えています

店舗多数出店

問屋の第９回
7２日

2017年

（旧上田卸会館）

開催
日時

会場

午
前

午
後10：00～　2：00

組合員、賛助会員、地域の企業
さんにも参加して頂き、団地内
の草刈りを中心に一斉清掃を行
いました。団地内がとても綺麗
になりました。ご協力ありがと
うございました。

春の一斉清掃
５月16日㈫　53名参加

２年前の秋に植えたチュー
リップが、寒さに耐えて今
年も４月中旬には綺麗に咲
きました。

春の花壇
満開　第４花壇　

４月21日㈮新入社員歓迎会

今年は12名の新入社員が入社し、研修中に付き出
席出来ない人を除き、９名が歓迎会に参加しました。
◦㈱システムプラン１名　◦㈱デンセン１名
◦長野県連合青果㈱７名　◦㈱新村１名
◦㈱ユダ２名

４月21日㈮

事業報告


